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(57)【要約】
【課題】　実際のシミュレーション記録を確実に取得し
て運転技術の向上を図ることができる鉄道の運転士の異
常時対応能力向上用シミュレータ訓練方法及びその装置
を提供する。
【解決手段】　鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シ
ミュレータ訓練方法において、運転操作状況（ノッチ、
ブレーキ等の列車の操作状態）情報と地上側の状況（Ａ
ＴＳ照査速度等の地上側設備の状態）情報と車上側の状
況（ＡＴＳ動作、運転速度等の車両の状態）情報を系統
的に同時に記録して、模擬運転後のふりかえり時に提示
し、フィードバック・シートとして印字し、鉄道の運転
士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練を行う。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　運転操作状況情報と地上側の状況情報と車上側の状況情報を系統的に同時に記録して、
鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練を行うようにしたことを特徴とす
る鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練方法。
【請求項２】
　請求項１記載の鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練方法において、
前記運転操作状況情報は列車の操作状態に関する情報であり、前記地上側の状況情報は地
上側設備の状態に関する情報であり、前記車上側の状況情報は車両の状態に関する情報で
あることを特徴とする鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練方法。
【請求項３】
　請求項２記載の鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練方法において、
前記列車の操作状態に関する情報はノッチ及びブレーキに関する情報であり、前記地上側
設備の状態に関する情報はＡＴＳ照査速度に関する情報であり、前記車両の状態に関する
情報はＡＴＳ動作及び運転速度に関する情報であることを特徴とする鉄道の運転士の異常
時対応能力向上用シミュレータ訓練方法。
【請求項４】
　請求項１、２又は３記載の鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練方法
において、信号現示の急変に伴う前記ノッチの操作状態と、前記ブレーキの操作状態と、
ＡＴＳ動作の状態による運転速度情報の推移をチェックすることを特徴とする鉄道の運転
士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練方法。
【請求項５】
　列車の操作状態に関する情報を得る運転操作状況情報取得装置と、地上側設備の状態に
関する情報を得る地上側の状況情報取得装置と、車両の状態に関する情報を得る車上側の
状況情報取得装置と、前記運転操作状況情報取得装置からの列車の操作状態に関する運転
操作状況情報と前記地上側の状況情報取得装置からの地上側設備の状態に関する地上側の
状況情報と前記車上側の状況情報取得装置からの車両の状態に関する車上側の状況情報と
を系統的に同時に記録する記録装置と、該記録装置による記録データを評価する評価装置
とを備え、該評価装置による前記記録データの分析により鉄道の運転士の異常時対応能力
を評価することを特徴とする鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練装置
。
【請求項６】
　請求項５記載の鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練装置において、
前記列車の操作状態に関する情報はノッチとブレーキに関する情報であり、地上側設備の
状態に関する情報はＡＴＳ照査速度に関する情報であり、車両の状態に関する情報はＡＴ
Ｓ動作と運転速度に関する情報であり、前記列車の操作状態に関する情報はＡＴＳ照査速
度に関する情報であることを特徴とする鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレー
タ訓練装置。
【請求項７】
　請求項５記載の鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練装置において、
信号現示の急変に伴う前記ノッチの操作状態及び前記ブレーキの操作状態による運転速度
情報の推移をチェックすることを特徴とする鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュ
レータ訓練装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練方法及びその装置に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、運転士のシミュレータ訓練は、講師と訓練グループの観察による評価が中心であ
った。
【０００３】
　一方、近年では、バスの運転訓練車が導入され、安全確認や省エネ運転のチェックがで
きるようになってきている（下記非特許文献１参照）。
【非特許文献１】「京王電鉄バスグループの安全対策」，京王ニュース　２００７年１１
月　Ｎｏ．６３４，ｐｐ４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の運転訓練では、実際のシミュレーション記録とその評価が系統立
てて行われていないのが現状である。
【０００５】
　本発明は、上記状況に鑑みて、実際のシミュレーション記録を確実に取得して運転技術
の向上を図ることができる鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練方法及
びその装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上記目的を達成するために、
　〔１〕鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練方法において、運転操作
状況情報と地上側の状況情報と車上側の状況情報を系統的に同時に記録して、鉄道の運転
士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練を行うようにしたことを特徴とする。
【０００７】
　〔２〕上記〔１〕記載の鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練方法に
おいて、前記運転操作状況情報は列車の操作状態に関する情報であり、前記地上側の状況
情報は地上側設備の状態に関する情報であり、前記車上側の状況情報は車両の状態に関す
る情報であることを特徴とする。
【０００８】
　〔３〕上記〔２〕記載の鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練方法に
おいて、前記列車の操作状態に関する情報はノッチ及びブレーキに関する情報であり、前
記地上側設備の状態に関する情報はＡＴＳ照査速度に関する情報であり、前記車両の状態
に関する情報はＡＴＳ動作及び運転速度に関する情報であることを特徴とする。
【０００９】
　〔４〕上記〔１〕、〔２〕又は〔３〕記載の鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミ
ュレータ訓練方法において、信号現示の急変に伴う前記ノッチの操作状態と、前記ブレー
キの操作状態と、ＡＴＳ動作の状態による運転速度情報の推移をチェックすることを特徴
とする。
【００１０】
　〔５〕鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練装置において、列車の操
作状態に関する情報を得る運転操作状況情報取得装置と、地上側設備の状態に関する情報
を得る地上側の状況情報取得装置と、車両の状態に関する情報を得る車上側の状況情報取
得装置と、前記運転操作状況情報取得装置からの列車の操作状態に関する運転操作状況情
報と前記地上側の状況情報取得装置からの地上側設備の状態に関する地上側の状況情報と
前記車上側の状況情報取得装置からの車両の状態に関する車上側の状況情報とを系統的に
同時に記録する記録装置と、この記録装置による記録データを評価する評価装置とを備え
、この評価装置による前記記録データの分析により鉄道の運転士の異常時対応能力を評価
することを特徴とする。
【００１１】
　〔６〕上記〔５〕記載の鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練装置に
おいて、前記列車の操作状態に関する情報はノッチとブレーキに関する情報であり、地上
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側設備の状態に関する情報はＡＴＳ照査速度に関する情報であり、車両の状態に関する情
報はＡＴＳ動作と運転速度に関する情報であり、前記列車の操作状態に関する情報はＡＴ
Ｓ照査速度に関する情報であることを特徴とする。
【００１２】
　〔７〕上記〔５〕記載の鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練装置に
おいて、信号現示の急変に伴う前記ノッチの操作状態及び前記ブレーキの操作状態による
運転速度情報の推移をチェックすることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、実際のシミュレーション記録を確実に取得して運転技術の向上を図る
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練方法は、運転操作状況
（ノッチ、ブレーキ等の列車の操作状態）情報と地上側の状況（ＡＴＳ照査速度等の地上
側設備の状態）情報と車上側の状況（ＡＴＳ動作、運転速度等の車両の状態）情報を系統
的に同時に記録して、鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練を行う。
【実施例】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００１６】
　図１は本発明の実施例を示す鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練・
評価の全体フローチャートである。
【００１７】
　この図に示すように、（１）まず、心理的側面の擬似体験のためのシミュレータ訓練を
行う（ステップＳ１）。（２）次に、擬似体験（シュミレータ訓練）のふりかえりを行い
、異常時の場面や運転行動に問題のある場面について客観的データ（例えば図３）を提示
して評価検討を行う（ステップＳ２）。（３）客観評価結果を示したフィードバック・シ
ートの提示を行う（ステップＳ３）。
【００１８】
　このように、シミュレータ訓練により客観的なデータを取得し、それに基づいて、効率
的で、かつ確実な評価を行うことができるようにしている。
【００１９】
　図２は本発明の実施例を示す鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練装
置のブロック図である。
【００２０】
　この図において、１は運転操作状況（ノッチ、ブレーキ）情報取得装置、２は地上側の
状況（ＡＴＳ照査速度）情報取得装置、３は車上側の状況（ＡＴＳ動作、運転速度）情報
取得装置、４は上記した運転操作状況情報取得装置１と地上側の状況情報取得装置２と車
上側の状況（ＡＴＳ動作、運転速度）情報取得装置３のそれぞれからの情報を記録する記
録装置、５はその記録装置４のデータを分析して評価する評価装置であり、この評価装置
５には提示装置５Ａとフィードバック・シート印字装置５Ｂが接続されている。６は記録
装置４及び評価装置５に接続される中央処理装置（ＣＰＵ）である。
【００２１】
　図３は本発明の鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練装置によって得
られたある駅間の被験者の運転操作状況（ノッチ、ブレーキ）と地上側の状況（ＡＴＳ照
査速度）と車上側の状況（ＡＴＳ動作、運転速度）を系統的に同時に示した図である。つ
まり、上記したステップＳ２のふりかえりで用いる、擬似体験によるシミュレータ訓練で
得た客観的データ例を示している。
【００２２】
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　この図３において、（ａ）はＡＴＳ照査速度、（ｂ）はＡＴＳ動作、（ｃ）はノッチ、
（ｄ）はブレーキ、（ｅ）運転速度（ｋｍ／ｈ）をそれぞれ示している。
【００２３】
　実線が被験者の通常運転（理想値または模範値でもよい）、点線が場内信号機の信号現
示の急変が発生した場合の被験者の運転を示している。なお、ここでは、異常時の例とし
て、信号現示の急変が起きた場合を示すが、他に信号機消灯などが挙げられる。
【００２４】
　ノッチは車のアクセルにあたり、ｏｆｆはアクセルを踏んでいない状況を表し、１～４
の４段階で数字の大きい方がスピードが速くなる。
【００２５】
　一方、ブレーキはｏｆｆがブレーキを踏んでいない状況を表し、ブレーキの大きさは１
～８の８段階で数字が大きい方がブレーキの大きさは強くなる。さらに、８の延長上に緊
急用の非常ブレーキがある。
【００２６】
　ＡＴＳ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｔｒａｉｎ　Ｓｔｏｐ）とは、列車が停止信号機に接近
した際、地上からの制御信号により車上の運転室内に警報ベルを鳴らして運転士に注意を
喚起したり、自動的にブレーキを動作させて列車を停止信号の手前で停止させる装置であ
り、通常の列車運転は運転士にまかせ、緊急時に運転士のブレーキ操作をバックアップす
るものである。
【００２７】
　一方、照査速度とは、列車速度が超過していないかチェックするときに用いる比較のた
めの速度であり、ＡＴＣ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｔｒａｉｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）などで指
示される許容速度が該当する。
【００２８】
　ＡＴＳ照査速度は、ＡＴＳを動作させる時の許容速度であり、図３では、Ｆｒｅｅは制
限がなく、７５は７５ｋｍ／ｈ制限を、４５は４５ｋｍ／ｈ制限を、２５は２５ｋｍ／ｈ
制限を車上側に伝える。
【００２９】
　ＡＴＳ動作は、制限速度内で運転していれば動作することはなくｏｆｆのままであるが
、図３のようにＡＴＳ照査速度が２５ｋｍ／ｈの地点で運転速度が２５ｋｍ／ｈを超える
と、非常制動がかかる。この非常制動を解除するには、非常運転モードに手動で変更せざ
るを得ない。非常運転モードにすることで、ＡＴＳ照査速度は一旦ｆｒｅｅになり、しば
らくして（例えば、信号機２つ分過ぎたところで操作して）通常運転モードに戻すことに
なる。
【００３０】
　図３におけるある駅間の被験者の運転操作状況（ノッチ、ブレーキ）と地上側の状況（
ＡＴＳ照査速度）と車上側の状況（ＡＴＳ動作、運転速度）を見ると、Ａの時点で信号現
示が急変し、注意→警戒に変わりＡＴＳ照査速度が２５ｋｍ／ｈ制限となった。この信号
現示変化に伴い、運転士がＢの時点で誤ってノッチ投入を行うと、Ｃの時点で制限速度２
５ｋｍを超過した。これにより、Ｄの時点でＡＴＳによる非常制動がかかったが、Ｅに示
すように、ＡＴＳベル鳴動中にブレーキ操作をせず、Ｆの時点で非常運転が行われた。
【００３１】
　この結果、被験者による列車の運転速度は、図３（ｅ）の点線のように推移したことが
記録される。
【００３２】
　このように、運転士（被験者）の運転訓練のために、運転士の客観的な行動指標（ノッ
チ操作、ブレーキ操作、指令との連絡等）と、車上・地上の設備の変化指標（ＡＴＳ照査
速度、ＡＴＳ動作、信号現示等）を時系列に同時提示することにより、ふりかえりによる
自己評価（自分の行動に対する認識）のさらなる評価（メタ認知）が客観的データに基づ
いて行われ、運転士自身の行動を意識させ、課題や問題点を納得しやすくすることができ
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【００３３】
　また、上記した時系列に同時提示されるデータはふりかえり時に、ベテランの運転士の
評価を受け、その評価に基づいて更なる異常時対応能力向上を図ることができる。
【００３４】
　したがって、鉄道の運転士の異常時対応能力向上に資する効果は著大である。
【００３５】
　なお、上記実施例では、運転操作状況情報として、ノッチ、ブレーキを典型的な例とし
て示したが、これに限定されるものではなく、他に、防護無線の発報など、列車の操作状
態を示す各指標を運転操作状況情報として用いることができる。
【００３６】
　また、上記実施例では、地上側の状況情報として、ＡＴＳ照査速度を典型的な例として
示したが、これに限定されるものではなく、他に、地上信号機の現示や勾配等を挙げるこ
とができ、これら地上側設備の状態を示す指標を地上側の状況情報として用いることがで
きる。
【００３７】
　さらに、上記実施例では、車上側の状況情報として、ＡＴＳ動作や運転速度を典型的な
例として示したが、これに限定されるものではなく、これらの指標のような車両の状態を
示すものを車上側の状況情報とすることができる。
【００３８】
　また、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、本発明の趣旨に基づき種々の変
形が可能であり、これらを本発明の範囲から排除するものではない。
【産業上の利用可能性】
【００３９】
　本発明の鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練方法及びその装置は、
鉄道の運転士の異常時対応能力の向上に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の実施例を示す鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練・
評価の全体フローチャートである。
【図２】本発明の実施例を示す鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練装
置のブロック図である。
【図３】本発明の鉄道の運転士の異常時対応能力向上用シミュレータ訓練装置によって得
られたある駅間の被験者の運転操作状況（ノッチ、ブレーキ）と地上側の状況（ＡＴＳ照
査速度）と車上側の状況（ＡＴＳ動作、運転速度）を系統的に同時に示した図である。
【符号の説明】
【００４１】
　１　　運転操作状況（ノッチ、ブレーキ）情報取得装置
　２　　地上側の状況（ＡＴＳ照査速度）情報取得装置
　３　　車上側の状況（ＡＴＳ動作、運転速度）情報取得装置
　４　　記録装置
　５　　評価装置
　６　　中央処理装置（ＣＰＵ）
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